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立
ち
上
が
ろ
う

　みん
な
主
役
の
む
ら
お
こ
し

広報

No.4４０ の里 新庄

■人口動態■
平成30年9月30日現在

（  ）内は先月比
男………447人(＋1）
女………494人(－4）
計………941人(－3）
世帯数…387戸(－3）
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　今
年
の
村
民
合
同
運
動
会
は
、
雨
天
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
順
延
し
て
行
っ
た
保

育
所
、
小
・
中
学
校
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
運

動
会
で
は
皆
さ
ん
元
気
い
っ
ぱ
い
で
競
技
に
励

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

結べ絆、深めろ絆、今ここ
で！！

結べ絆、深めろ絆、今ここ
で！！



　
今
後
４
年
間
の
新
庄
村
の
舵
取

り
を
担
う
に
あ
た
り
、
そ
の
責
任

の
重
さ
で
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
初
め
に
、
平
成
30
年
７
月

豪
雨
に
よ
り
、
岡
山
県
は
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害
を
受

け
ら
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一

日
も
早
い
復
旧
復
興
を
さ
れ
ま
す

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
庄
村
に
お
い
て
も
、
村
道
を

中
心
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
今
後
、
復
旧
に
向
け
て
最
大

限
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
私
は
、
就
任
以
来
、
新
庄
村
の

将
来
の
在
る
べ
き
姿
を
、
新
庄
村

創
生
総
合
戦
略
と
し
て「
村
民
一
家

族
の
日
本
で
最
も
美
し
い
村
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　
今
年
度
、
当
初
の
施
政
方
針
で

も
お
示
し
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

引
き
続
き
将
来
の
新
庄
村
の
姿
を

実
現
す
る
た
め
、「
一
次
産
業
の
農

業
と
林
業
を
継
承
す
る
村
」、「
美

し
い
村
の
景
観
と
豊
か
な
自
然
を

継
承
す
る
村
」、「
子
育
て
世
代
の

移
住
、
定
住
先
と
し
て
選
ば
れ
る

村
」、「
健
康
長
寿
で
高
齢
者
が
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
村
」
を
基
本

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
各
分
野
の
施
策

を
こ
れ
か
ら
も
着
実
に
検
証
、
実

施
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
な
か
で
も
村
の
基
幹
で
あ
り
ま

す
、
林
業
・
農
業
の
成
長
、
産
業

化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
活

性
化
委
員
会
で
協
議
を
重
ね
て
い

た
だ
き
、
国
、
県
の
施
策
の
動
向

を
踏
ま
え
早
期
に
進
め
る
こ
と
が

必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
か
ら
具
体

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
の
新
庄
村
の
農
業
の
在
り
方

に
つ
い
て
提
言
書
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
現
在
、
そ
の
課
題
解
決
に

向
け
て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
打
ち
上
げ

花
火
に
な
ら
な
い
よ
う
、
今
後
の

実
行
力
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
、

ま
た
、
そ
の
他
の
人
口
減
対
策
、

地
場
産
業
の
振
興
、
保
健•

医
療•

福
祉
の
充
実
、
子
育
て
と
教
育
の
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村
長
施
政
方
針

第
２
回
全
国
さ
る
な
し
・

　
　
　
　
　
こ
く
わ
サ
ミ
ッ
ト

充
実•

強
化
、
定
住•

交
流
の
促
進

等
々
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
以
上
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う

な
各
種
施
策
の
実
行
に
つ
き
ま
し

て
は
、
財
政
基
盤
の
安
定
が
不
可

欠
で
あ
り
、
効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
通
じ
て
、
村
の
収
入
を
増
や

す
こ
と
に
知
恵
と
工
夫
を
し
な
が

ら
安
定
的
な
自
主
財
源
の
確
保
に

引
き
続
き
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
先
、
一
段
と

厳
し
く
な
る
自
治
体
経
営
、
ま
た

一
層
、
高
い
能
力
が
求
め
ら
れ
る

リ
ー
ダ
ー
の
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
、
人
脈

を
今
こ
そ
活
か
し
て
、
現
役
世
代
、

次
世
代
の
皆
さ
ん
が
滲
め
な
思
い

を
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
夢

と
誇
り
と
自
信
が
持
て
る
持
続
可

能
な
村
の
発
展
を
、
小
さ
く
て
も

特
色
・
魅
力
あ
る
農
山
村
の
モ
デ

ル
自
治
体
を
目
指
し
、
希
望
の
あ

る
未
来
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
て
い

く
新
た
な
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
議
会
を
は
じ
め
、

村
民
の
皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

て
、
私
の
施
政
の
一
端
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
全
国
の
さ
る
な
し
産
地
の
関
係

者
出
席
に
よ
り
福
島
県
玉
川
村
に

於
い
て
9
月
30
日(

日)

「
第
２
回

全
国
さ
る
な
し
・
こ
く
わ
サ
ミ
ッ

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催

地
で
あ
る
福
島
県
玉
川
村
を
始
め

岩
手
、
山
形
、
新
潟
、
長
野
か
ら

さ
る
な
し
の
栽
培
等
に
取
り
組
む

９
市
町
村
と
新
た
に
徳
島
県
三
好

市
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
に
先
立
ち
全
国
さ
る

な
し
・
こ
く
わ
連
絡
協
議
会
の
設

立
総
会
が
行
わ
れ
、
さ
る
な
し
の

特
産
化
に
取
り
組
む
関
係
自
治
体

及
び
団
体
が
連
携
し
て
さ
る
な
し

の
知
名
度
向
上
と
販
路
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
高
付
加
価
値
化
の

Ｐ
Ｒ
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
新
庄
村
か
ら
も
副

村
長
の
ほ
か
サ
ル
ナ
シ
栽
培
研
究

会
、(

株)

メ
ル
ヘ
ン
・
プ
ラ
ザ
か

ら
の
参
加
も
い
た
だ
き
、
玉
川
村

の
サ
ル
ナ
シ
の
ほ
場
や
加
工
場
の

見
学
、
サ
ル
ナ
シ
関
連
商
品
等
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。



「
小
中
一
貫
教
育
推
進
会
議

　
　
　
　
（
第
６
回
）
」
開
催

岡
山
県
農
業
共
済
組
合
等
組
織
再
編

　
　
整
備
予
備
契
約
書
締
結
調
印
式
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参
加
自
治
体

　
福
島
県
　
玉
川
村
　
南
会
津
町

　
新
潟
県
　
十
日
町
市
　
三
条
市

　
岩
手
県
　
軽
米
町

　
山
形
県
　
飯
豊
町
　
西
川
町

　
長
野
県
　
小
谷
村

　
岡
山
県
　
新
庄
村

　
徳
島
県
　
三
好
市

　
次
回
の
第
３
回
サ
ミ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
岩
手
県
軽
米
町
に
て
開

催
予
定
で
す
。

　
　
　
　(

産
業
建
設
課
　
竹
本)

　
9
月
21
日(

金)

に
真
庭
地
域
畜

産
共
進
会
が
全
農
岡
山
県
本
部
総

合
家
畜
市
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
第
1
部
優
等
賞

　
首
席
　
し
ん
ゆ
り
は
な
号

　
　
　
　
　
　(

竹
本
慶
子
さ
ん)

　
5
席
　
し
ん
ご
と
ば
8
　

2
　

9

　
　
　
　
　
　(

竹
本
慶
子
さ
ん)

　
6
席
　
し
ん
さ
つ
き
8
　‐

6
号

　
　
　
　
　
　(

稲
田
佳
子
さ
ん)

◆
第
2
部
優
等
賞

　
首
席
　
し
ん
は
る
み
3
号

　
　
　
　
　
　(

稲
田
佳
子
さ
ん)

◆
第
3
部
優
等
賞
　

　
2
席
　
し
ん
ふ
く
ふ
じ
号

　
　
　
　
　
　(

稲
田
佳
子
さ
ん)

◆
総
合
優
勝
　
　

　
真
庭
和
牛
改
良
組
合
新
庄
支
部

　
今
年
度
は
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
は
僅
差
で
惜
し
く
も
逃
し
ま

し
た
が
、
総
合
優
勝
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
10
月
に
開
催

さ
れ
る
岡
山
県
畜
産
共
進
会
に
は

4
頭
が
出
品
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　(

産
業
建
設
課
　
植
木)

　
９
月
27
日(

木)

、
６
回
目
と
な

る
小
中
一
貫
教
育
推
進
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
５
月
に
推
進
協
議
会
を
立
ち
上

げ
た
際
、
教
育
委
員
会
か
ら
諮
問

書
を
提
出
し
ま
し
た
。
協
議
会
で

は
、
先
進
校
で
あ
る
京
都
大
原
学

院
の
小
中
一
貫
校
に
向
け
て
の
取

組
や
村
内
４
カ
所
に
お
い
て
開
催

し
た
意
見
交
換
会
、
保
護
者
や
地

域
の
方
々
の
願
い
を
参
考
に
答
申

書
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
約
半
年
間
小
中
一
貫
の

在
り
方
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
が
、
次
回
を
も
っ
て
終

了
し
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
た
答
申
書
は
広
く
公

開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　(

教
育
委
員
会
　
山
田)

　
10
月
2
日(

火)
に
岡
山
県
農
業

第
13
回
真
庭
地
域
畜
産
共
進
会

共
済
組
合
等
組
織
再
編
整
備
予
備

契
約
書
締
結
調
印
式
が
岡
山
地
区
農

業
共
済
組
合
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
31
年
4
月

1
日
付
け
で
、
岡
山
地
区
農
業
協

同
組
合
を
母
体
と
し
て「
岡
山
県
農

業
共
済
組
合
」
を
発
足
さ
せ
、
6

つ
の
事
務
組
合
、
新
庄
村
を
含
む

2
市
1
村
と
県
農
業
共
済
組
合
連
合

会
の
共
済
事
業
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　
現
在
、
新
庄
村
に
て
行
っ
て
い

る
農
業
共
済
事
業
は
、
岡
山
県
農

業
共
済
組
合
真
庭
支
所
で
行
う
予

定
で
す
。

　
新
組
合
の
発
足
後
に
お
い
て
も
、

更
な
る
運
営
の
効
率
化
を
図
り
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
農
業
経
営
を

支
え
る
べ
く
、
農
家
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　(

産
業
建
設
課
　
植
木)
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普通会計決算普通会計決算

特別会計決算特別会計決算

歳入総額内訳

区　　　分

自主財源　合計

依存財源　合計

歳入合計

金　額 割　合

（単位：千円、%) 歳出総額内訳

区　　　分

義務的経費　合計

投資的経費　合計

消費的経費　合計

その他経費　合計

歳出総額

金　額 割　合

（単位：千円、%)

地方税 223,574千円の内訳

※割合の小さいものは0.0%と表記しています。

※資金不足がない場合は「―」と記入。

税 目 別

合　　　計

金　額 割　合

（単位：千円、%)

会　　計　　名 歳　入 歳　出

（単位：千円）

―

―

―

公営企業の資金不足比率

会 計 名 29年度

―

―

―

28年度

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

宅地造成事業特別会計

平成29年度新庄村決算（普通会計）報告

地方税

分担金及び負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

繰越金

諸収入

人件費

扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費

普通建設事業費

災害復旧事業費

地方交付税

国庫支出金

県支出金

地方債

地方譲与税交付金

軽油取引税･自動車取得税交付金

地方消費税交付金

地方特例交付金

利子割交付金

株式等譲渡所得割交付金

配当割交付金

国民健康保険事業特別会計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

国民健康保険歯科診療施設特別会計

介護保険特別会計(保険事業勘定)

下 水 道 事 業 特 別 会 計

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計

国民健康保険診療所特別会計

後期高齢者医療特別会計

農業共済事業特別会計

223,574

2,524

22,049

634

34,210

579,352

431,000

109,537

20,040

8.1%

0.1%

0.8%

0.0%

1.2%

21.1%

15.7%

4.0%

0.7%

255,685

63,756

151,878

9.9%

2.5%

5.9%

583,110

18,101

280,455

22.6%

0.7%

10.9%

積立金

投資及び出資金

繰出金

633,262

0

146,559

24.6%

0.0%

5.7%

市町村民税

固定資産税

軽自動車税

た ば こ 税

28,847

188,594

3,610

2,523

12.9%

84.4%

1.6%

1.1%

444,797

0

17.3%

0.0%

826,000

198,406

82,033

189,700

14,055

3,665

13,799

136

151

382

396

30.0%

7.2%

3.0%

6.9%

0.5%

0.1%

0.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

176,781

41,684

38,039

166,086

73,721

19

64,576

14,721

14,768

140,805

37,856

31,637

161,769

66,440

0

58,405

14,221

14,540

1,422,920 51.7%

1,328,723 48.3%

2,751,643 100.0%

471,319 18.3%

444,797 21.3%

881,666 30.6%

779,821 16.5%

2,577,603 100.0%

223,574 100.0%



広 報 新 庄 第440号平成30年10月19日発行（5）

健全化判断比率

指　　　標 指  標  の  内  容 29年度 28年度 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

―

―

5.2%

―

―

―

5.8%

―

15.0％

20.0％

25.0％

350.0％

20.0％

30.0％

35.0％

普通会計（一般会計、土地取得会計）の
黒字か赤字かを判断する指標

特別会計を含めて黒字か赤字かを判断する
指標

公債費による財政負担の程度を示す指標

第3セクターを含め将来負担すべき実質的な
負債の比率

※赤字がない場合は「―」と記入。

歳入歳入

歳出歳出

　歳入の決算は、27億5,164万3千円で、前年に比べ30.2％増加しました。自主財源
のうち地方税は、2.4％減少しています。これは、償却資産である固定資産税が年々減少す
るためです。また、28年度から取組を拡充したふるさと納税が増えたため、寄附金は、
103.1％増加しています。依存財源のうち、地方交付税は4.7％減少しています。また、
地方債は、道路や施設を整備するために借り入れるお金で、昨年度より7,984万8千円増
加し、1億8,970万円借り入れました。

　歳出の決算は、25億7,760万3千円で、前年に比べ28.6％増加しました。物件
費は、ふるさと納税の返礼品購入費用が増加したため、32.1％増加しています。普通
建設事業費は、道の駅強化事業、都市再生整備事業費等の増加により48.6％増加して
います。また、事業を行うために借り入れたお金の償還金である公債費は、昨年度よ
り0.4％減少しています。特別会計への繰出金は、昨年度より3.5％減少しました。

　平成19年6月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。これは、地
方自治体の財政の健全性に関する比率を公表し、その比率のいずれかが早期健全化基準以上の場
合には、財政の早期健全化及び財政の再生等を図るための計画を策定する制度を定めることに
なっており、地方自治体の財政の健全化に資することを目的としています。
　健全化に関する比率は、①実質赤字比率　②連結実質赤字比率　③実質公債費比率　④将来負
担比率　と、特別会計の資金不足比率です。新庄村も平成29年度決算に基づき、次のとおり比率
を算出しました。

㊟　健全化判断比率が、早期健全化基準、財政再生基準を一つでも超えると、「早期健全化団体」、「財政再生団体」
になります。「早期健全化団体」となると、いわゆる黄信号で、財政健全化計画の策定などが義務づけられ、さ
らに財政が悪化して「財政再生団体」となると、財政が破たんした自治体として、行政事務が制約されます。
　新庄村の健全化判断比率(実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率 及び将来負担比率)は、いずれ
も「早期健全化基準」を下回っていました。今後も健全な財政運営に努めていきます。
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お

　
村
　
県
　
民
　
税
　
　（
3
期
）

　
国

　

保

　

税

　
（
5
期
）

　
介

護

保

険

料

　
（
5
期
）

　
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
４
期
）

　
　
　
納
期
限
　
10
月
31
日（
水
）

　
岡
山
県
で
は
、
11
月
に「
お
か

や
ま
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
は
毎
日
、
生
ご
み
、

紙
類
、
容
器
、
包
装
な
ど
、
多
く

の
ご
み
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
お
か
や
ま
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」は
、
レ
ジ
袋
の
削
減
を
通

し
て
環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
・
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
広
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
レ
ジ
袋
を
当
た
り
前
の
よ
う
に

も
ら
う
こ
と
を
見
直
し
て
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
出
さ
な

い
買
い
物
を
心
が
け
る
こ
と
は
、

ご
み
の
減
量
だ
け
で
な
く
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
マ

イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
、
レ
ジ
袋
の

削
減
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
県
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
の
方
が

抱
え
る
問
題
、
要
望
に
お
応
え
す

る
た
め
、
警
察
本
部
及
び
警
察
署

に
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

警
察
本
部
：
お
か
や
ま
被
害
者
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(

事
務
局
：
岡
山
県
警
察
本
部
県
民

応
接
課
犯
罪
被
害
者
支
援
室)

０
８
６‐

２
３
３‐

８
３
４
９

相
談
日
：
月
〜
金
　
９
時
〜
17
時

(

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く)

真
庭
警
察
署
警
務
課
被
害
者
支
援
係

０
８
６
７‐

４
４‐

６
１
１
０

場

　所

　
真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　
津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

  

　
0
8
6
8
‐
3
1
‐
2
3
6
0

　
＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま

　
　
し
た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に

　
　
②
番
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

※

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　（
住
民
福
祉
課
　
山
田
）

11
月
は
﹁
お
か
や
ま

マ
イ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂

犯
罪
被
害
者
等
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
相
談
窓
口

１０
月
の
納
税

区 分
村 　 内

8月期

件 数

死 者

軽 傷

重 傷

0

0

0

0件

0人

0人

3

0

2

41件

1人

0 0人 4 44人

6人

本年の累計 8月期 本年の累計

真庭市内

事

故

8月期の交通事故・違反者発生状況

ら
知

せ

婚
姻
届
　
末
永
く
お
幸
せ
に
。

＊
池
田
　
伊
織

　
池
田
　
美
紀
子

死
亡
届
　
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
平
成
30
年
9
月
19
日

　
松
葉
　
匡
子
（
満
91
歳
）

＊
平
成
30
年
9
月
19
日

　
坂
本
　
育
世
（
満
87
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」へ
の
掲
載
希
望
に

つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　（
住
民
福
祉
課
　
山
田
）

　
11
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日

　時

　
11
月
8
日(

木)

　
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

　
11
月
22
日(

木)

　
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

《
戸
籍
の
動
き
》

平
成
30
年
9
月
受
付
分

年

　金

　相

　談
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安
全
運
転

　
　
　サ
ポ
ー
ト
車
体
験
会

ま
に
わ
福
祉
フ
ェ
ス

﹁
ま
ん
ま
る
笑
顔
で

　
　来
て
見
て
知
っ
て
﹂
の

　
　
　
　
　開
催
に
つ
い
て

交
通
事
故
な
ど
で

国
保
の
保
険
証
を
使
う
場
合
は
︑

必
ず
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
近
年
、
高
齢
者
に
よ
る
車
の
ブ

レ
ー
キ
操
作
ミ
ス
に
よ
る
交
通
事

故
が
報
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
役
場
で
は
、
岡
山
ト
ヨ

タ
自
動
車
真
庭
店
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
自
動
ブ
レ
ー
キ
な
ど
を
搭

載
し
た
車
の
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

開
催
時
間
中
、
随
時
試
乗
で
き
ま

す
の
で
、
お
好
き
な
時
間
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

体
験
内
容

　
　
実
際
に
助
手
席
に
ご
乗
車
い

　
　
た
だ
き
、
踏
み
間
違
い
時
サ

　
　
ポ
ー
ト
ブ
レ
ー
キ
、
低
速
ブ

　
　
レ
ー
キ
の
性
能
を
体
験
し
て

　
　
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時
　
10
月
23
日(

火)

　
　
　
　
13
時
〜
16
時

場
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　
11
月
23
日(

金)

に
真
庭
市
久
世

エ
ス
パ
ス
を
会
場
に「
ま
に
わ
福

祉
フ
ェ
ス
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
フ
ェ
ス
は
、
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
互
い
に
人
格
と
個
性
を

理
解
し
・
尊
重
し
合
い
な
が
ら
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
真
庭
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
真
庭
地
域
自
立
支
援

協
議
会
、
真
庭
市
、
新
庄
村
が
主

催
者
と
な
り
開
催
し
ま
す
。

　
身
体
の
動
か
し
に
く
さ
を
体
験

す
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
事
業
所
で
作

ら
れ
た
品
を
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー

等
会
場
内
で
様
々
な
催
し
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
歌
や
踊
り
な
ど
の
披
露
も
行

わ
れ
ま
す
。

　
障
が
い
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
多

く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　(

住
民
福
祉
課
　
藤
井)

　
交
通
事
故
や
飲
食
店
で
の
食
事

が
原
因
で
食
中
毒
を
起
こ
し
た
場

合
な
ど
、
自
分
以
外
の
第
三
者
の

行
為
が
原
因
で
ケ
ガ
や
病
気
に

な
っ
て
治
療
受
け
た
と
き
の
費
用

は
、
本
来
、
加
害
者
が
負
担
す
る

べ
き
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
場
合
に
、
国
保
の
保

険
証
を
使
っ
て
医
療
機
関
を
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
国
保

を
使
っ
て
治
療
し
た
場
合
は
、
必

ず「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

を
新
庄
村
役
場
住
民
福
祉
課
国
保

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。(

示
談

に
つ
い
て
も
新
庄
村
国
保
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。)

　
第
三
者
の
行
為
に
よ
り
、
ケ
ガ

や
病
気
に
な
り
治
療
を
受
け
た
場

合
、
皆
さ
ん
に
納
付
し
て
い
た
だ

い
た
国
保
税
で
、
本
来
負
担
す
る

必
要
が
な
い
費
用
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

※

提
出
書
類
等
は
、
住
民
福
祉
課

に
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
国
保
か
ら
の
傷
病
原
因
の
お
尋

ね
に
つ
い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

第
三
者
行
為
が
疑
わ
れ
る
治
療
が

見
つ
か
っ
た
場
合
（
打
撲
や
骨
折

な
ど
）
、
ケ
ガ
や
病
気
の
原
因
を
、

電
話
や
文
書
で
問
い
合
わ
せ
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何

卒
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　(

住
民
福
祉
課
　
渡
辺)

　
岡
山
県
最
低
賃
金
が
10
月
３
日

か
ら
時
間
額
８
０
７
円
に
改
定
さ

れ
ま
し
た
。
使
用
者
は
最
低
賃
金

額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
岡
山
労
働
局
賃
金
室

　
０
８
６‐

２
２
５‐

２
０
１
４

岡
山
県
最
低
賃
金
の
改
定
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９
月
９
日(

日)

に
予
定
し
て
い

た
村
民
合
同
運
動
会
が
雨
天
の
た

め
中
止
と
な
り
、
翌
々
日
の
11
日

(

火)

に
保
育
所
、
小
・
中
学
校
、

老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
運
動
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

「
結
べ
絆
、
深
め
ろ
絆
、
今
こ
こ

で
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
保
小
中
全
員

の
堂
々
と
し
た
入
場
行
進
で
始
ま

り
、
生
徒
会
長
の
荒
川
太
一
君
の

開
会
宣
言
、
坂
本
正
樹
君
が
準
備

体
操
を
行
い
演
技
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
保
育
所
の
親
子
競
技
、
元
気
な

新
庄
っ
子
の
小
・
中
全
校
リ
レ
ー

や
演
技
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
行
っ
た
玉
入
れ
、
中
学

生
に
よ
る
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る「
魅

せ
ろ
己
の
魂
、
輝
け
ソ
ー
ラ
ン
凜
」

な
ど
、
一
生
懸
命
取
り
組
む
子
ど

も
た
ち
の
姿
を
見
て
保
護
者
を
は

じ
め
来
観
の
方
々
も
感
動
し
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
校
庭
の
環
境
美
化
清
掃
、

草
刈
り
な
ど
、
新
庄
学
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
今
年
も
気
持
ち
よ
く
運

動
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
雨
天
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
各
地
区
区
長
の
皆
様
に
は
、

地
区
種
目
の
参
加
出
場
者
の
取
り

ま
と
め
か
ら
連
絡
調
整
な
ど
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
紙
面
を
お
借
り

し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　(

教
育
委
員
会
　
山
田)

平
成
30
年
度

　新
庄
村
ひ
な
ど
り
会
・
保
育
所
・
小
中
学
校
・
老
人
ク
ラ
ブ
運
動
会

平
成
30
年
度

　新
庄
村
ひ
な
ど
り
会
・
保
育
所
・
小
中
学
校
・
老
人
ク
ラ
ブ
運
動
会
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　9
月
23
日(

日)

の
午
前
5
時
か

ら
20
時
に
か
け
て
、
村
内
及
び
真

庭
市
蒜
山
の
山
岳
エ
リ
ア
で
フ
ォ

レ
ス
ト
レ
イ
ル 
シ
ン
ジ
ョ
ウ 

ヒ

ル
ゼ
ン
2
　

0
　

1
　

8(
主
催
：
フ
ォ

レ
ス
ト
レ
イ
ル
実
行
委
員
会)

が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
大
会
か
ら
名
称
を
変
更
し
、

ミ
ド
ル
コ
ー
ス
25
　

㎞
、
ロ
ン
グ

コ
ー
ス
72
　

㎞
の
2
種
目
で
募
集
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
6
　

2
　

7
名
の
参
加
申
込
が
あ
り
、
当
日

は
怪
我
等
に
よ
る
欠
場
者
を
除
く

5
　

3
　

8
名
が
出
走
し
ま
し
た
。

　各
種
目
の
ス
タ
ー
ト
前
に
は

(

株)

メ
ル
ヘ
ン
・
プ
ラ
ザ
に
よ
る

ひ
め
の
も
ち
の
お
雑
煮
の
ふ
る
ま

い
が
あ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は

新
庄
村
の
特
産
品
を
ス
タ
ミ
ナ
に

か
え
、
ロ
ン
グ
は
最
長
15
時
間
、

ミ
ド
ル
も
最
長
8
時
間
に
及
ぶ
過

酷
な
コ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

　競
技
中
は
た
く
さ
ん
の
村
民
の

方
が
沿
道
で
声
援
を
送
っ
て
い
た

だ
き
、
ロ
ン
グ
は
1
　

7
　

6
名

(

64
・
7
　

%)

ミ
ド
ル
は
2
　

6
　

2
名

(

81
・
4
　

%)

の
方
が
見
事
完
走
さ

れ
ま
し
た
。

　ロ
ン
グ
で
優
勝
し
た
の
は
プ
ロ

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
の
小
川
壮
太

さ
ん(

記
録
8
時
間
49
分
50
秒)

、

ま
た
ミ
ド
ル
を
制
し
た
篠
原
孝
さ

ん(

記
録
2
時
間
37
分
19
秒)

は
大

会
3
連
覇
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　ゴ
ー
ル
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
は

最
高
の
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を

切
り
、
美
し
い
景
色
の
記
憶
と
困

難
に
挑
戦
し
た
自
信
を
胸
に
、
そ

れ
ぞ
れ
帰
路
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

　こ
の
大
会
は
西
日
本
で
も
有
数

の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
大
会
と
し
て
認

知
を
広
げ
、
成
長
を
続
け
て
い
ま

す
。
今
回
の
反
省
点
を
踏
ま
え
、

新
庄
村
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
今
後
も
大

い
に
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
地
区
の
皆
さ
ま
、
消
防
団

員
の
皆
さ
ま
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ま
に
は
、
あ
ら
た
め
て
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
協
力
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
　
　

(

産
業
建
設
課

　山
田)

F
O

R
E

S
T

R
A

IL
 S

H
IN

JO
-H

IR
U

Z
E

N

2
　

0
　

1
　

8
開
催

F
O

R
E

S
T

R
A

IL
 S

H
IN

JO
-H

IR
U

Z
E

N

2
　

0
　

1
　

8
開
催

フ
ォ
レ
ス
ト
レ
イ
ル

　
　シ
ン
ジ
ョ
ウ

　
　ヒ
ル
ゼ
ン



「
冬
に
む
け
て
」

　
冷
え
込
み
も
増
し
て
、
暑
か
っ

た
夏
が
少
し
恋
し
く
思
う
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
秋
も
短
く

あ
っ
と
い
う
間
に
冬
が
や
っ
て
き

ま
す
。
寒
く
な
っ
て
く
る
と
、
体

は
気
温
の
低
下
に
反
応
し
て
熱
を

獲
得
す
る
よ
う
に
、
ま
た
熱
を
損

失
し
な
い
よ
う
に
働
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け

て
、
寒
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

①
体
で
気
温
の
変
化
を
感
じ
ま

し
ょ
う
。

　
寒
い
か
ら
と
あ
た
た
か
い
所
に

こ
も
ら
ず
、
散
歩
や
近
所
の
方
と

の
交
流
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
ゆ
っ
た
り
と
湯
船
に
つ
か
っ
て

体
を
温
め
ま
し
ょ
う
。

　
忙
し
い
と
シ
ャ
ワ
ー
で
済
ま
せ

が
ち
で
す
が
、
湯
船
に
つ
か
り
心

身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
時
間
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

③
旬
の
野
菜
を
食
卓
に

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
根
菜

類
や
緑
黄
色
野
菜(

色
の
濃
い
野

菜)

き
の
こ
な
ど
、
体
を
温
め
、
や

わ
ら
か
く
お
い
し
い
野
菜
が
た
く

さ
ん
出
て
き
ま
す
。
し
っ
か
り
食

べ
て
冬
を
元
気
に
乗
り
切
る
た
め

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　(

住
民
福
祉
課
　
大
塚)

　
10
月
25
日
、
26
日
の
２
日
間
、

体
力
・
運
動
能
力
調
査
を
新
庄
中

学
校
体
育
館
で
行
い
ま
す
。
こ
の

調
査
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
依
頼
を

受
け
、
２
年
に
一
度
行
う
も
の
で

す
。
調
査
対
象
者
に
は
直
接
ご
案

内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　(

教
育
委
員
会
　
前
田)

　
10
月
は
里
親
月
間
で
す
。

　
里
親
と
は
、
親
の
病
気
や
離
婚

な
ど
の
事
情
に
よ
り
家
庭
で
暮
ら

せ
な
い
子
ど
も
を
、
自
分
の
家
庭

に
迎
え
入
れ
て
養
育
し
て
く
だ
さ

る
方
の
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
の
お

力
を
津
山
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
貸
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

　
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

　
岡
山
県
津
山
児
童
相
談
所

　
津
山
市
山
北
２
８
８‐

１

　
０
８
６
８‐

２
３‐

５
１
３
１

お
元
気
で
す
か
？

体
力
・
運
動
能
力
調
査
の

　
　
　
　
　実
施
に
つ
い
て

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

梅
雨
晴
れ
や
虹
は
山
か
ら
畑
ま
で

　
　
　
　
　峠
下

　
　巌

余
生
に
も
夢
は
あ
る
も
の
星
月
夜

　
　
　
　
　樋
口

　正
直

天
高
く
稲
刈
り
進
む
人
の
声

　
　
　
　
　
　
　兵
江

　道
子

秋
日
和
裸
ん
坊
の
田
ん
ぼ
か
な

　
　
　
　
　
　三
鴨

　浩
子

ま
ず
百
個
拾
っ
た
子
ら
に
栗
の
飯

　
　
　
　
　三
船
八
寿
子

戸
締
り
を
確
か
め
て
来
て
蟲
の
聲

　
　
　
　
　渡
邉

　算
人

今
月
の
俳
句
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）
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古民家を改修した宿泊施設の愛称を募集します！
〈2019年オープン予定〉

古民家を改修した宿泊施設の愛称を募集します！
〈2019年オープン予定〉

　新庄村では、観光の振興及び交流人口の増加を通じた地域の活性化を図るために旧須
貝邸を改修した宿泊施設の準備を進めています。
 この施設が、がいせん桜通りのシンボルとして、村民の皆様をはじめ、多くの方に愛さ
れ、親しんでいただけるような愛称を募集します。

■応募資格
　　どなたでも応募できます。
■愛称の条件
　　親しみやすく、施設の目的等がイメージできるものであること。
■応募方法
　　愛称、氏名、郵便番号、住所、電話番号を明記の上、ハガキ、ＦＡＸ、Ｅメールで
　　応募してください。１人で何点でも応募できます。
■応募期限
　　１１月２０日（火）まで必着
■選考及び記念品
　　採用された愛称の応募者１名に、ＪＣＢギフトカード３万円分を贈呈。
　　同一作品の応募が複数あった場合は、抽選で決定。１２月頃発表予定。
　　※採用作品に関する諸権利は新庄村に帰属するものとします。
■応募・問い合わせ先
　　〒７１７－０２０１ 新庄村２００８－１
　　　　　　　　　　新庄村役場総務企画課　電　　話　０８６７－５６－２６２７
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　０８６７－５６－２６２９
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅメール　soumukikaku@vill.shinjo.lg.jp

応募方法



北部高等技術専門校　訓練生募集内容

介護スペシャリスト養成科

パソコンワーク初級科

◇募集期間　平成３０年１０月１日～１１月９日
◇試　験　日　平成３０年１１月１６日
◇訓練場所　津山勤労者総合福祉センター　津山市勝部２０－７
◇対　　象　求職中の方
◇定　　員　１５人
◇受　講　料　無料（教材費などは別途必要）
◇訓練期間　平成３０年１２月４日～翌年６月３日

◇募集期間　平成３０年１０月２９日～１２月１０日
◇試　験　日　平成３０年１２月１４日
◇訓練場所　勝央共同福祉施設（丘の上）　勝央町大平台３２－３
◇対　　象　求職中の方
◇定　　員　２０人
◇受　講　料　無料（教材費などは別途必要）
◇訓練期間　平成３１年１月８日～４月５日

◇お申し込みは、最寄りのハローワークでご相談のうえ、ご応募ください。
◇問い合わせ先　　岡山県北部高等技術専門校
　　　　　　　　　津山市川崎９５３
　　　　　　　　　０８６８－２６－１１２５
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～蜜蜂を飼育している皆様へ～
養蜂を飼育する方(趣味の範囲で飼育している方を含む)は、養蜂振興法に基づく「蜜蜂飼育届」
の提出が必要です。
【届出対象者】
・原則、蜜蜂を飼育する全ての方が対象です。ただし、一部届出不要の場合もありますので、
　詳しくは下記の県民局にお問い合せください。
【届出時期】
・毎年１月３１日まで
（年途中で新たに蜜蜂の飼育を始めた場合は、随時届出を行ってください。）
【届出事項】
・届出者の住所、氏名、電話番号、飼育場所、飼育予定蜂群数など
【届出書類】
・岡山県農林水産部畜産課ホームページ
　(http://www.pref.okayama.jp/page/406857.html)から
　様式をダウンロードしていただくか、下記の県民局に問い合わせください。
【書類提出先・問い合わせ先】
　岡山県美作県民局　農林水産事業部　農畜産物生産課　畜産第二班(真庭地域)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話（０８６７）４４－７５６４
【その他】
・届出に手数料は必要ありません。
・その他、蜜蜂飼育届について不明な点等がありましたら、上記問い合わせ先へ連絡をお願い
　します。

ミニシルバー人材センター会員募集

問い合わせ先
ふれあいセンター内
ミニシルバー人材センター事務局
５６－２００１

新庄村ミニシルバー人材センターでは会員を募集しています。

　第2の人生の選択肢の一つとして、長年培った技能・技術・時間を地域の為に貢献してみて

はいかがでしょうか。概ね60歳以上で、健康で就労意欲のある方は是非ご加入ください。

　作業中の怪我などの保障も専用の保険に加入するので、安心して作業していただけます。

　また、年一回は、会員の親睦研修旅行も行っています。

年会費　１，０００円

作業内容　主に軽作業を中心とし、草刈り・剪定・屋内外清掃・墓地清掃・障子貼り等を行っ

　　　　　 ています。

作業時間　会員の都合の良い時間で作業を行うことも可能です。
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老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

第
２
回
役
員
会

新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
会
費
の
納
入

【
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
】

　
期
間
：
10
月
１
日
〜
12
月
末

第
５
回
美
作
地
区
高
齢
者

　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

社
協
だ
よ
り
理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

を
目
指
し
、
在
宅
福
祉
・
地
域
福
祉
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
そ
の
財
源
は
、
主
に
村
か
ら
の
補
助

金
・
委
託
料
や
介
護
保
険
事
業
収
入
、

寄
附
金
そ
し
て
会
費
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
福
祉
ニ
ー
ズ
は
年
々
複
雑
多
様
化
し

て
き
て
お
り
、
会
費
は
事
業
推
進
に
貴

重
な
も
の
で
す
。
そ
し
て
会
費
を
納
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん
に
社
会

福
祉
事
業
に
参
加
し
て
頂
く
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
納
付

書
を
お
配
り
し
ま
す
。

　
普
通
会
員
　
一
千
円

　
賛
助
会
員
　
五
千
円

　
ど
う
ぞ
社
協
の
趣
旨
・
目
的
を
ご
理

解
頂
き
、
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

【
ご
寄
付
】

　
９
月
１
日
〜
９
月
30
日

　
新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方

か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
香
典
返
し

松
葉
雅
俊
　
様
　
　
杉
本
太
治
　
様
　

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
９
月
後
半
よ
り
次
々
と
行
事
が
続
い

て
い
ま
す
。
日
程
変
更
を
繰
り
返
し
な

が
ら
も
、
ク
ラ
ブ
員
の
協
力
に
よ
り
ほ

ぼ
計
画
通
り
実
施
で
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
残
念
な
お
知
ら
せ
も
あ
り

ま
す
。
毎
年
実
施
し
て
い
る
保
育
園
児

と
の
交
流
事
業
は
、
鳥
獣
被
害
に
よ
り

さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
が
で
き
な
く
な
り
、

や
む
な
く
中
止
と
し
ま
し
た
。

　　
　
９
月
の
活
動
状
況

4
日
　
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
　
ふ
れ
あ
い
農
園
作
業

　
　
　
　(

草
取
り
／
女
性
部
8
名)

5
日
　
第
５
回
岡
山
県
美
作
地
区

　
　
　
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　(

鏡
野
町
／
５
名)

11
日
　
運
動
会
玉
入
競
技
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

31
名)

12
日
　
第
２
回
役
員
会
　
　(

10
名)

25
日
　
第
36
回
老
連
会
長
杯
ゲ
ー

　
　
　
ト
ボ
ー
ル
大
会
　
　(

10
名)

25
日
　
公
民
館
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会
　
　
　(

29
名)

　社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　5
6
‐
2
0
0
1

　
９
月
５
日
、
鏡
野
町
で
開
催
さ
れ
た

こ
の
大
会
に
、
新
庄
村
老
連
か
ら
は
５

名
の
選
手
が
出
場
し
、
見
事
準
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

　
９
月
12
日
、
農
繁
期
の
忙
し
い
さ
な

か
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
役
員
全
員
出

席
で
下
半
期
の
行
事
予
定
等
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　
　
11
月
の
予
定

1
日
　
真
庭
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
ス

　
　
　
ポ
ー
ツ
大
会
予
備
日

　
　
　(

や
ま
び
こ
ス
タ
ジ
ア
ム)

5
〜
6
日

　
　
　
女
性
部
研
修
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

山
口
県)

13
日
　
研
修
旅
行
　
　
　(

兵
庫
県)

28
日
　
女
性
リ
ー
ダ
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

津
山
市)

　
今
年
も
10
月
か
ら
全
国
一
斉
に
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
車
両
整
備

に
使
わ
れ
、
ま
た
一
部
は
災
害
等
準
備

金
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
は
10
月
20
日
頃
か
ら

地
区
の
区
長
さ
ん
を
通
し
て
戸
別
募
金

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
」
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再生紙を使用しています

　９月２６日(水)～２８日(金)の３日間、村内

外の事業所にお世話になり、職場体験学習を

実施しました。新庄中では全校生徒が参加

し、それぞれが３年間で９日間、３カ所の事

業所で体験をします。

　村内では７つの事業所にお世話になりまし

た。新庄村保育所、新庄村社会福祉協議会、

新庄小学校、(株)メルヘンプラザ特産館、

32`s cafe、新庄がんばろう農園、AMDA農場

です。

　村外では、御前酒蔵元㈱辻本店、PLUS久

世店、うどん処本峰、てしま薬局、ローソン

真庭久世店、味平、久世子ども園、美星天文

台の８つの事業所でお世話になりました。

　３日間の活動で“進路選択に役立てる” “働く

ことの喜びや厳しさを知る”“社会人としての

適応力を身につける”という目的が達成できた

ように思います。

　また、コミュニケーションの面では、事業

所の方に自分から関わっていくことが徐々に

できはじめたようです。３日間の体験が、生

徒達の成長につながったのだと感じました。

　　　　　　　　　　　(新庄中学校　河井)

中学校だより中学校だより中学校だより 小学校だより小学校だより小学校だより
職場体験学習
～新庄村内外で活動～

　９月１８日(火)に『笑育』講習会がありま

した。『笑育』というのは、漫才などをする

お笑いのプロの方が、『笑い』を通して子ど

もたちの表現力、発想力、コミュニケーショ

ン能力などを育てるプログラムのことです。

　今回は松竹芸能所属の女性コンビ漫才師

『チキチキジョニー』さんを講師に行われま

した。前半部では見学していた１年生から４

年生も巻き込まれて、『全校』で楽しく『笑

い』を通しての交流ができました。後半部で

は５・６年生が漫才のネタ作りに挑戦しまし

た。漫才の基本パターンを教えていただき、

子どもたちが自分で『ぼけ』を考えました。

それをもとにチキチキジョニーさんが『つっ

こみ』を入れるのですが、さすがプロです。

作った本人は自信がなさそうに出したネタで

も、鋭いつっこみでみんなが明るい笑いに包

まれました。また、最後に『人を傷つけるい

けない笑い』についてもお話をしていただき

ました。

　充実した『笑育』でした。　　　　

　　　　　　　　　　　(新庄小学校　岡田)

『笑育』講習会
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